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性 別 労 働 需 要 模 型 ⑴

—— 自 律 的 労 働 市 場 模 型 の 研 究 ——

小 尾 恵 . 一 郎  

平 由 浩 稔

1. 課 題

" ' .... . ： 

生産物価格の決定機構の理論では等質的な財を取引する市場が想足される。 この想定によって， 

需給のバランスにもとづく価格決定機構の図式は比較的簡明な形にあらわすことができる。 また， 

財の伽格，需給量在庫量などの変数を観測された統計数値と照応させるばあいに（指数の問題がある 

にせよ）理論変数の意味の明瞭さが保たれる。 しかし， 生産要素としての労働を一つの財どみなし 

て，これをたとえば牛乳や薄板鋼などとおなじレベルの財の範疇として扱おうとすると理論の明確 

さが薄らいでぐる。失業概念が在庫量よりはるかに不明確なのは一例である。 .
飲料乳の市場で財が等質的であるとしたばあいと，労働は等質的であるとみなすばあいとでは理 

論の現実への近似度には雲泥の差が生じる。労働市場におV、ては労働の非等質性は一つの湛本的な 

特徴であり， これを導入しないかぎり，たとえば職種や経験年数等の条件が等しい労働者に規模別 ' 

賃金較差のある事実を .説明できない9 ここにいう労働の質の差とは直接観測可能な労働の特性ばか 

りでなく，労働需要者である企業からみて個々の労働者を雇用する際に i i 択順位が苻在することも 

ふくめたものを指している。 この稿では，非等質的な労働の需給メ力ニズムを解明するための第1 ‘ 

段階として，直接観測可能な劣働特性の一つである性別をとりあげる。 もちろん男女それぞれのグ 

ル一プの中にも上記のより一般的な意味での非等質性があり，賃金較差を生じているが，これにつ 

いては明示的にとりあげない。 ■

労働市場に関するもう一つの問題は，それが競争市場の図式で律せられるかどうかという点にあ 

も。労働組合などの制度知因子の存在は市場を競爭市場から确離させる条件のよう〖こもうけとられ 

る。 しかしまた一方では，労働市場にがんらい需要独由 (monopsony)的な性質が潜在しており，組 

合などの制度的因子が貴金の決定を競争市場での础格の沐定にちかいものとするはたらきをもつと
/ 卞 i )

いう認識もある。最近の研究によれば，組合の存在が貨金に関する情報の伝達機構としてのはたら 

きをもち，この侧而で組合は市場の競争的性質を保持する機能をはたしていると解釈されるような 

注⑴佐财陽子「货金決廹の計分析」
' *1(871) ~ ■



性別労働需袈模 型 （1)

事実も見出されている。一つの市場が競争的であるかどうかは，競争的な市場め模型と非競争的市 

場の模型とどちらが観測される諸事実を説明し，新_ 実の条件つき予測に成功するかによって，は 

じめて判定されるべきことである。' この研究では，作業仮説として自律的な競争的需給均衡模型を 

採用する。

労働市場の自律的模型は，いうまでもなく供給機構と需要機構をあらわすそれぞれの主体均衡図 

式から構成される。 この稿では需要機構の自律的模型についての分析がおこなわれる。 したがって 

ここに扱う需要模型は労働市場模型の部分模型をなすものである。

2 . 性別労働需要の機構

2 * 1 女子労働の配置と資本設備

新らしく女子労働を配置する動向と作業の機械化とは並行する傾向がみられる。第 1 表は，屜用 

促進事業団婦人鹿用調杳室による調査で企業が新たに女子を配置した理由を示す。 これによると，

②「もともと手先の細かい作業，補助的作業」をあげるものが全産業で 40% で単独め理由としては

表 1 女子を新職種につけた理由

\ 産
\  m

理 \
1 1 ] \

製造業 商 業
金融. 
保険業

不動産寒
運 輪  

通信業

m気ガス 

水道業

サ~ ビ 

フ、菜
産業計

計 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%
1 32.4 5.7 11.1 15.8 15.4 4.2 27.3
2 44.7 17.0 22.2 36.8 30.8 25.0 40.2
3 39.1 45.3 38.9 100 21.1 23.1 37.5 38.7
4 24.2 7.5 16.7 . 26.3 1&7 21.6
5 12.2 20.8 11.1 26.3 23.1 33.3 14.4
6 6.3 11.3 28.2 7.7 7.0
7 4.0 11.3 28.2 4.2 5.1
8 8.4 6.6
9 5.0 18.9 16.7 31.6 30.8 8.3 7.1

1+3 71.5 51.1. 50.0 36.9 38.5 . 41.7 66.0
1+3+8 79.9 51.1 50.0 36.9 38.5 41.7 72.6
m 数 476 53 18 1 19 13 24 604
1‘ 機械により作梁が軽贽化】ii純イ匕したので女子に切捋えた。

2 . もともと手先の細かい作業，または補助•的作業なので女子にむいている。 . ■
3 . 機械の新設, 職嵇の新設にともない女子を配瞪した。

4 . 见子不见のため女子を配蹬してみた。 '
5 . 業務摄垧加のため女子を登用した。

6 . 女子の質が向上したので女子を登用した。

7 . 女子労働者の袍加により锌理能力のある女子がでてきたので女子を孜州したa 
广8. 安企装睽 ‘ 防謎装睽の改善によ.り, 女子もつけられるようになった。

9 . その他 '

ひ1-:)顧 ■ 翻 f f■ 婦人賴用調衣室「女子労働力の動向と女子に新しく Dfjけた職嵇-—■昭 和 38〜4 3 年 一 j (196的 :10月 

婦人前丨謂:&资 料 N o .1 8 )の 农 1 2 による。 ’ ..
一~ ~ ‘ 2 (872) —— ■
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性別労働需要模型(i) .

もっとも多い。 しかし， これに劣らずあげられる理由は，①機械化による作業の単純化，軽量化， 

③機械の新設等である。①③⑧は女子の配置と資本設備（事務機を含む）の増設が不可分に結合し 

ていると考えられるヶ一スであるが，その合計ほ産業計で72. 6%であり，企業の 70%以上が①③⑧ 

のどれかをあげているわけである。製造業では約 8 0 % ,卸小売業と金融保険業の約50% , 運輸通 

_ 業，. 電気ガス水道業 , サービス業の 40%がやはり①③⑧のどれかをあげている。 これに②を加 

えると，製造業 .124. 6 % ,商業 68. 1 % , 金融保険業 72. 2 % , 運輪通信業 73. 7% , 電気ガス水道業 

>69. 3 % , サービス業 6 6 . 7 % となる。製造業では 100%を超えているから全企業が，女子の配置は 

作業の機械化をともなったか，または女子の生産性が高い故に職種へ女子を配置したことになる。 

機械化せずにいままで男子が蕋幹労働であった作業へ女子を配置できたという例は稀であるととを 

意味 .している。他の大分類産業の数字をみても大勢に変りはない。男子労働と女子労働の代替は， 

資本設備と関連づけて考えねばならない。 , . '
この事実によって労働需要機構のモデルの基礎におく生產関数の性質に以下に述べるような一つ 

<の_ 本的な制約が課せられることになる。 _

2 * 2 媒介変数としての労働の質

前項までの問題を一般的な形でまとめる。最近の生産関数の麵証的 .研究から，労働と資本の代替 

は生産規模を媒介変被として生じるという技術特性をもつ生産部門の多いことが知られている。 こ 

i t と前項の女子労働の採用にかんする調査結果に示された辦実とをふまえると，適当に定義された 

'労働力の質の指標を，労働と資本の技術的に可能な組合わせを決定するもう一つの媒介変#どして 

.導入する必驭がある。 ' ' .

2 , 2 * 1 坐産規模をQ ，設備に配置される労働量をL , 資本設備をK とかくと， 労働の質；k：と 

生産規模を媒介変数とする労働と資本の組合せは  ’ ; '
1-1) Q)

1-2) K 二び(心 Q)

8L-3*1) ,ox<0, '3 *2 ) 袁 〉 0’ :両式から

1 - 3 * 3 ) 榮 < 0 , . 1 -3 .4 )醫 > 0

タイプ I の生産関数

U 、， 3Q
で与えられる。1 - 3 * 1 ) と 1 - 3 * 3 )は労働の質の定義とみることができる。 1 - 3 .1 ) ,は他の事情一定 

• なら所喪の生産量を達成するのに必要な労働量は質が高いほど少なくてすむことを示す。所要め生 

產置を達成するのに必獎な資本量が少なくてすむほど，その資本と結合して配蹬される労働の質は 

高い。 (1-3*3) .

注⑵尾崎厳：r産業描造の変化と技術稱造j 三丨丨丨学会雑誌61逸3令。让村江太郎，線丨1昌裕：「8 卩8生座閲数と0 瓦8生 

逆関数」三W商学研究9逸3号。 •

3 (873)  -----
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性別労働需要模型(1)

Q = Q に固定すると1 - 2 ) から，K=fir(^, Q), 1 -1)から L = / ( Q ,  %)» Xを特库の値x に定めると 

(えり ) ，L = / ( 命 刃 で K とL の組合せが決定される。 ノ

1- 1) は， 労働の質；̂を変化させることによって， 所要の配置人員数は変化するごとを意味して 

いる。•たとえば配置されている熟練労働100人を不熟練労働100人に代置すると， これは％の低下 

であるから，3 . 3 ) によって所要のK は （不熟練労働者にも操作可能な設備の設置を必要とするから)上 

昇する。 しかし，1 - 1 ) によってぶの低下は（L = 1 0 0に保ってあるから）そのままでは自の生産水準 

を維持できないパしたがってL を増加させねばならない。

2 -2*2 考えうる第2 のタイプの生産関数は， _

2 - 1 ) L ニ/ (Q) \ ；

2~2) Q) ，タィプEIの 生 細 数

2 - 3 * 1 ) 2 - 3 - 2 )  - ^ - < 0, 2-3*3) | > 0

である。生産水準Q を Q に，労働の質；̂を无に与えると，所要の設備量K と配置人員L が決定さ 

れる。 この点は第1 のタイプとかわらない。 しかし，配置人員の質だげを変化させたばあい設備量 

は変るが所-要の配置人員に変化はないというのがこのタイプの特徴である。設備に熟練労働者が1 

人配置されているところを不熟練労働者1 A に代替できるが，当該設備を自動化するなりしてK を 

増加させねばならないというのがこのタイプにあたる。以上を要約すると，所与の◎ に対して， K 

を増加させることによってぇを下げることができる。 こ >̂ %の低下に対して配置人員L の増加が必 

喪なばあいとそうでないばあいがある， ということで，前者は第 1 のタイプ，後渚は第 2 のタイプ 

にあたる。

どちらのケ一スが妥当チるかは，生産工程の設則に使われる工学的な知識や設計慣留やその他の 

制度的諸条件に依存するから , 生産部門ごとに経験的判定が必要である„

2 ‘3 檣標ズの経験的対応物

2 , 2 の一般的な考察で導入した；̂は性別労働需要機構の解明という当面の問題に関しては男子人 

員 数 （L J と女子人員数 (レ）の関数であるとみなすのが適当である。 . .

3-1) L„, 0i- -, 03) .

o は労働の質の指標Xに影響する他の諸因子’ （経驗年数, 年齡，等々）の影響を示す S 個のパラメタ 

である。缉而の分析においては0U 0 , を一矩値とみなす。3 - 1 ) の特殊なケースとして#

3-2) %ニ ♦ (LJLf, (h …0，)
が考えられる。 もっとも’簡坩なばあいは

3-3) x - ^ r jh f
である。 ' '■.

, — 4 ( 0 /4 ) ------

twniiiinmaiiiOTi mm

性別労働需要换 型 (1) 

2 - 3 - 1 生産関数がタイプ I であり，質の指標関数が 

が 3 - 3 ) ならば所与の生産水準に対して所要.労働量を与 

え る 1 - 1 ) 式は男子労働力Lm と女子労働力Lr の平面 

上に移すと第 1 - 1 図のような形をとる。図の令は坐産 

量 0 丨こ対する生産の無恙別曲線であり，% の水準をゐ 

O x i ) からめへ低下させると所要労働量は U « U )
-か ら L ! へ増加する。た だ し L e L ^ + L ,である6 

2 - 3 * 2 生産関数がタイプn であって， 質の指標関数 

が 3 - 3 ) ならば , 生産の無差別丨11丨線を. ！̂ と L, 軸にづぃて 

.あらわすと，第 1厂2 図のようになる。

このばあぃはx を ね （> め）からめへ低下さ,せても所要 

:配置人員数 L h U  +  L , ) ば変らなぃ。

：以 下 2 . 4 お よ び 2 . 5 において， タイプ I およびn の系列

の労働および資本の投入関数を特定化する》分析の第 1 段階 ,
として両系列とも， もっとも简単な形の特定化をおこなう。

第 1-1図

Lr

0

2 * 4 夕イプI の生産関数の特定化

2 - 4 - 1 タイプ I の労働投入関数 1 - 1 ) を Q を 従 属 変 数 の 形 に し て .
4-1) Q = 6 L ， L y  (6 ,札,，《, は正の定数）

とあらわす。 これは変形して

4-2) Q =6

とかける。ただし，|

4-3) L = L m+ L /  ,

である。4- 1 ) 式は，1 - 1 )を 4 - 2 )に，関数分を 3 - 3 )に特定化したばあいにあたる。 4-2) において 

3Q . — 3Q4-4) -> 0

でなければならな I 

4-5)

したがって 4 - 2 ) の布効領域は ,

である。

2 - 4 * 2 資本の投入関数ト 2)を

{875)

. - V



性別労働需要模型（1)

と特矩化する。 

dKtdx<0, dK/8Q>0 の条件から，

5- 2) e,< 0
5- 3) £。〉 无〉0

でなければならない。

尤ヨL J L , を代入して 5-1) は直接観測可能な

、 5- 4) 

という形になる。

:6o+ £i K

Q 

/

\

2 * 5 夕イプn の生産関数の特定化

2 - 5 - 1 タイフ°11の生産関数を構成する労働投入関数はもっとも简単に

6)  Q =  «o +  a i L (如, a丨は定数，め>0 )

と特定化される。

2 * 5 * 2 資本投入関数は 5 - 4 ) の変形

5-4，） K ニ (ト ー  e。) 丄  Q

または，

7 - D 抄  Q

と特定化する。

5-4’) の £0, 5 1 は，5-2 )，5-3) をみたさねばならない 

7 - 2 ) あ> 0  

また，dKldx<^0から 

7 - 3 ) ' あく0 

でることが要請される。

2 - 5 - 3 以上をまとめると，生産関数は，

7 - 1 ) の 80 は

タイプ 1-1  Qニ

L„ :e0 +  si K

タイプn - i

タイプn - 2

L， &w •

Li~<Xo +  «iQ . 

L ?_~ e° + む"^

L=«o +aiQ

( I - 1 - 1 )

( I -1-2)

( n - i - i )

( n - i - 2 )

(n-2-1) •
6 (876) ——

. .へ . . :

性別労働需要模型⑴ •

⑴ - 2- 2)

である。 ，

2 * 6 各種夕イプの势働需要模型

W 1 タィプ 1 —1
所夸の生産永準Q を達成するための費用極小条件をタイプ I - 1 の労働•資本投入関数を用いて 

求める。費用の定義式は

8- 1) C =W mLm+ W / L/  +  Pi.(K -K -1)Bi +  [Pi (K -K -1) + K /- 1]^ -W mL«4-W/ L/ + rK +  

K'-^-rK-, r = P k(iB+d)

W m, W , は男女の賃金 , P *は資本財価格指数，《は利子率，B は借入比率， は償却率， 期 

首名目資本ストツク，K—丨は固定価格表示の期首資本ストツクである。 これに 2 . 5 * 3 の 1 - 1 4 を 

代入すると，

8-2) C=：WJLm +  W ,L，+ T 0 ^  ニ q + Q + K ' W —rK y

2 . 5 . 3 の 1 - 1 - 1 ) においてQ を所与として，この制約のもとJ^Cを極小にする条件は，

I —ト3 ) し/  =  « /  W„t | 1 am~^af r  Q

である。 I -1 -1),  1 -1 -2 ) ,  1 - 1 - 3 ) が タ イ プ 1 - 1 の労働需要模型を構成する。
*

2 * 6 - 2 タイブ！!一 1

費用の定義 8 - 1 ) に資本の投入関数 n - 1 - 2 ) を代入すると，費 用 は C 8 -2 )とおなじである,

労働投入関数 n - 1 - 1 ) においてQ を所与とし， この制約のもとで， c を極小にする条件は，

n + 3> + 丹 货 + 1 )

である。 n - i - 1 ) n - 1- 2) と：n - i - 3 ) がタイプn - i の労働需要模型である。

2 * 6 * 3 タイプD -2

8 - 1 ) に資本の投入関数 n - 2 - 2 ) を代入して， ,

8-3) C = W mL„1 + Q  H-K^irf-rK-,

を得る。

労働投入関数 n - 2 - l ) においてQ を所与におき， こC?制約のもとで 8 -  3) を極小にする条件は

n -2 -3 )  ¥ - - 靡 •  • .

である。 n - 2- 1) ,  n - 2- 2) と n - 2 - 3 ) がタイプn - 2 の労働需袈模型を構成する。
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性別労_ 需要模型(1)

，3. ’ 準 i i 的 計 測

設定された模型はタイプ 1 - 1，n - i , n - 2 の 3 個である。準備計測の目的は，各顧タイプの中が

ら選択するための準備的な情報を得ることにある。労働投入関数，資本投入関数および均衡方程式 

を回帰方程式の形にして最小自乗法で計測する。模型を構成する仮説は生産関数(労働投入関数と資 

本投入関数) の解析的な形と費用極小条件であるから， 模型の妥当性の吟味はまず均衡方程式の計 

測結果の整合性を中心におこなわれる。 、 ■

3 * 1 資 料

資料は，「降•矢憲一，中村厚史，鈴木孝雄：最近の産業別生産性の動向」（経済分析第27号一経済企 

画序経済研究所）の附属資料に所掲の就業者数，賃金率，実質生産額， （ぃずれも產業大分類別）の推 

rtHSを用いる。ただし， これらのうち，就業者数，賃金率は，男女が 1 つ|こまとめられているので 

男女別に就業者数，賃金率を以下め方法で算出した。

1 . 就 業 者 数 （L„，Lr)

(産業別就業者数）X (総理府統計局『労働力調奄」による男女比率) '

但し，「労働力調奄」では商業 , 金 融 • 保険業，不励產業，そして又，運 輪 . 通 信 業 ，甯気•.ガ 

ス • 水道業が 1 つ に まとめられてい る の で これらの産業については， 次 の方式によって国勢調査に 

よる男女比率で分割した。 '

⑴産業別男子就業者数 ==産業別就業者数X 〔(前固の国勢調査•による男子比率）+  (男子比率の5 

年間の平均増加率）X (前冏の調齑からの年数 ) 〕.

⑵産業別女子就業者数ニ産業別就業者一⑴ .

⑴⑵式:により，恥 年 ，35年，恥年の国勢調杏を使用して，男女別就業者数を算出する6 但し 28 

年〜2 9 年は，3 0 年〜3 5 年の式で算出する。 ，

2 . 货 金 率 W f)
(産業別貨金率）X (労 働 省 「每月勤労統計調杏」の男女®•金比率）で算出する。但し電気•ガス • 

水道業の昭和 28〜3 0 年の男子平均賃金，女子平均貨•金の资料はな いので次の式を用 い て 推 許レた。

1• ⑴ 财 ■ = 财 • ■ 難  •

( i i )  l o g ( l l w l > ° -  ^ 1  •

デニ0.8131  S=-0. 000568 4 = 1. 05
“ は年次）（計測期間，昭和31〜40年）

⑷によって昭和2 8年 〜 30年 の (奶子平均貨金/ 劣女平均貨金）を外挿し，⑴で剪子平均貨金を 

’ もとめる。 ： ' .

' — ~ 8 (S7S) - —
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性別労働需翦模型⑴

2 . 女子乎均賃金= (男女平均質金〉x - (男子平均貧金)x

3 . 資本価格 rE(?:B+めPt '

Pんは資本財デフレーター，《は全国銀行貸出約萣平均金利。 B は (借入資本 / 総資本) によって， 

d は (減価債却費) / [ (有形固定資産 (除土地) ) +  (無形固矩資産）+  (減姍償却費) ] によって , いずれも . 

法人企業統計から算出した。 .
分析の対象とされる産業は，産業大分_ 業種であるが，農 業 • 林 業 . 水産 f i はのぞく。:これらの 

業種では，均営家訏による生産のウヱイトが大きく， s 家労働投入機構をふくむ家計行f )囟式を抜 

きにしては分析できない。 自営家計における人員タームの丨|丨家労働と雇用労働への就業の一般図式 

は別のところセ述べナことおb である。 しんし自営家f i•のウェイトの大きい上記の分野にこの図式を

適用して，労働需要モデルを拡充することは本研究の需要モデルを供給モデルと結合するときにお
... >. •

こなうことにする。なお分析対象期間は茈礎資料の制約によって昭和2 8年〜4 0年である（資料の数 

値は続稿⑵に一括掲載する）。 . .

農> 林 • 水産業以外では不動産業を除いた。当該產業の産出高の中に紅不動産業に分類されてい 

ないものの産出及び帰属家賃を含むので就業者数と整合しない。以上め理由からこの稿め対象産業

からは除き，この後め課題とする。
' * - ■ ' .. . . - . . '  ； *

3 - 2 計測結果と検証の基準  .
3 . 2 . 1 計測結果 ’

どのタイプの模型でもれ，それが容認されるためには均衡方程式の成立が不可欠である。 もし， 

労働投入関数と資本投入開数をそれぞれ独立に推定して信憑性の高い推定値が求められるならそれ 

を均衡方程式に代入して均衡方程式の妥当性を資料と照合し，検証をおこなうことができる。，しか 

し， タイプ I の 労 働 投 入 関 数 の パ ラ メ タ と の の 直 接 の 推 定 値 が k と L , 6 相関の存在によ 

る々ルテイa リニアリテイに阻げられて信頼しがたいならば，（実際，表 1 - 1 - 1 に示すとおり大部分の 

産業で, a»„取の直接推定値は負になるj 均衡方程式を便って間接的に推定しなければならな t 、。 こ 

0 ばあい均衡方程式の形は先取りされるから検証基‘準を失うのではないかという疑問がありうる。 

しかし，均衡方程式の推定係数については3 . 2 , 2 に述べるとおり'理論的か要請によってみたさね 

ばならぬ符号条件がある。 したがって，均衡方程式の回帰係数の推宠結果によって厂まず当該方程 

式の妥当性をテストするみちが開かれてV、る （さらに追加的な検証拔準があるがとれは3.2,2で述べる)。

タイプ ! ]の労働投入関数は尘産觉をただ1 個の独立変数とする问帰方程式の迨になっているがら， 

そのパラメタの針測に問題はない。 （また，模型の性質上均衡方程式は労働投入関数の定数を含んでいな 

いからタイプI のような間接推矩はできない。） したがって，タイプ I では均衡方程式の推定結果とその 

注（3 ) 小;T 「家|丨•の穷働供給のー般郎取ついてj 三丨丨丨学会雑訪62逸8好。
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性別労働需要模型（1)

妥当性の吟味が，中心になる。 タイプn では均衡方程式の推定結果とともに労働投a 関数の推定結 

果の妥当性もまた同時に吟味する必要がある。

資本投入関数のパラメタも，その一部が，均衡方程式から求められる。 したがP て資本投入関数 

を独立して推定する必要はない。 しかし，参 考 ま で に 1 - 1- 2， n - i - 2, n - 2- 2 表に独立推定結果 

も掲げた。

結 果 は 表 i - 1 - i か ら 表 n - 2 - 3 までに掲げる。表と方程式の番号は一致している。なお， タイ 

プn では労働投入関数は共通にn - 1 - i 表所掲の形である。 したがって，表 n - 2 - i を省いてある。 

3 - 2 . 2 計測結果の検証の基準

タイプ 1 - 1， n - i , n - 2 のどの模型であれ， まず均衡方程式（費用極小条件）の妥当性をしらべ 

る必要がある。

タイプ 1 - 1 において均衡方程式は I - 1 - 3) で あ る 。理論め要請によって， ま ず est 

( f ) 〉0 が検証基準である。 こ の 基 準 を み た し て い れ ば が 推 宠 さ れ る 。それには 1-1-1>

をかきかえて， こ れ に es t (知 /ル） を代入して， この関係か 

ら，6 とのが推定され， したがって ‘ も求められる。 ここに《ァ> 0 が検証基準となる。 また理論 

からむ < 0 が要請されるから， でなければならない。推定結果がれらの基  

準をみたしていれば，

est[ + ( 1+ t ) ] / [ 1 + e K t ) ] ， “ ;

によってa の推库値か求められる。 I-1-2) の資本投入関数に.est ei.を代;入して“が推足されるw 

3*2*2-2タイプn - 1 において均衡方程式はn -レ3 ) である。理論的要請からestf— - ~ ) > 0  

でなければならない。 この基■準をみたしていればn-l~2) に est幻を代入して，s。の推定値が求 

められる。迪論的要請からe。〉 ^ を充足_していなければならない。これが第2 の検証趣準である• 

3.2.2*3 タイプn - 2 においては均衡方程式はn-2-3)である。仮説から est/-J~)<0でなけ 

ればならない。 この迤準をみたせばest(— { 5 。れ) からあめ推定値が求められる。estみ と estあ 

を n-2-2) に適用して推定したL J L，の値が実纖値とよく一致している必要がある。 これがタイ 

プD - 2 の第2 の検証基準である#

3 - 3 計測結果の吟味 

3 * 3 * 1 タイプ 1 —1

タ イ プ 1 - 1 模 型 の 均 衡 方 程 式 （1 -1 -3  ) の 推 定 結 果 を 表 1 - 1 - 3 に示す。 パラメタ一  

( « > J の符号条件は正， のそれは負である。 この条件を満甩する産業は，鉱業， 

連設業，商業，金融 . 保険業，運輪•通信業，サ一ビス業である。 これらのうち鉱業は , R2 が 0. 3 4 2 0と

 10(880)  *

贸 雜 砂  r 謂，卿瞬̂ ，■抓1̂ で，へ〜™= —

鉱 業

設

製 造

商 m

金 融 • 保 険

運 輪 • 通 信

馆 気 • ガス ♦水逍

サ — ビ ス

0 .5656 

0 .3830 

0. 2518 

0 .8727 

0 .9451 

0.8345 

0.0000 

0 .1841

0.9754 

0.5121 

0.0433 

0.0310 

0.0508 

0 .1926 

0.4501 

0 .0703

1.51 

1.04 

0.97 

0.33 

2 .01 

0.72 

0 .44 

0.87

• 性別労働需要模型（1)

低い。商業はパラメタ一 (丄 . 〜 + ル ) の t - v a lu eが 0 . 0 2 ,決定係数が低く，採用しがたい。

なお労働投入関数 ( 1 - 1 - 1 ) の直接推定結果は表 1 - 1 - 1 に示す。建設業 , 製造業，運輸 •通倍  

業のほかはパラメタの信憑性と理論的整合性を欠く。 ,

資本投入関数（1 - 1 -幻を直接推定した結果は（表 I - L - 2 )である。パラメタ 一 e i の符号条件は ' 

負でなければならぬが，満足しているのは，建設業， 製造業， 金 融 • 保険業である。 f‘2 は金融 . 

保 険 業 は 0 . 9 4 5 と高いが，妞設業，製造業は，それぞれ 0.383, 0. 2 5 2 と相対的に低い。 '

生産関数

夕イプ（1 - 1 ) のモデル 

'Q=bUrLrf ( I -1-1)

L„ :So +  5il K
Q

( I - 1 - 2 )

均衡方程式
L / _  « /  . I
L„ a„ W, ( H - 3)

表 1-1-1 Q =6 LmQ« • L /°/ ( I -1-1)

l o g  6 am (正） otf (正） W S d

鉱  業 _ 3 . 1 3 9 6 4  

( 8 . 1 0 )

0 . 2 5 6 8 5 8  

( 1 . 3 1 )

— 0 . 7 1 2 5 4 9  

( - 6 . 4 6 )

0 . 8 5 9 1 0 . 0 3 0 5 9 2 . 1 3

m  設
一 2 . 4 8 0 6 0  

( - 3 . 2 1 )

1 . 2 6 6 5 1

( 2 . 6 5 )

0 . 6 9 3 5 5 5  

( 2 . 0 7 )

0 . 9 8 2 2 0 . 0 2 6 4 7 2 . 3 8 6

製  造 一 8 . 2 4 1 6 1  

( - 1 6 . 5 2 )

2 . 2 9 3 0 7  

( 2 . 5 6 )

1 . 0 6 0 1 3  

( 1 . 0 4 )

0 . 9 8 5 2 0 . 0 3 0 1 6 1 . 7 0

油 業 1 . 0 5 8 4 7

( 0 . 6 3 )

- 5 . 9 6 1 8 9

( - 5 . 7 7 )

6 . 8 6 3 9 5

( 1 1 . 0 3 )

0 . 9 8 1 8 0 . 0 3 0 3 4 0 . 7 1

金 融 • 保 険 一 2 . 1 0 1 7 8  

( - 1 . 9 8 )

0 . 4 8 7 0 3 1

(0 . 7 2 )

1 . 5 7 0 7 8

(4 . 8 1 )

0 . 9 6 5 7 0 . 0 3 5 9 5  : 1 . 1 5

運 _  * 通 信 . 一  3 . C 6 6 9 1  

( — 3 . 6 0 )

1 . 3 0 1 9 2  

' ( 2 . 3 3 )

0 . 8 5 6 2 9 5  

( 2 . 0 9 )

0 . 9 8 8 0 0 - 0 2 0 0 6 1 . 0 4

1 E 気 • ガ ス . 水 道
—  1 2 . 5 1 9 2  

(一1 3 . 2 7 )

8 . 2 4 6 0 1  

( 1 4 . 1 3 )

一2 . 8 5 8 0 5  

( — 4 . 4 0 )

0 . 9 5 7 1 0 . 0 4 1 0 4 1 . 6 1

サ . 一 ビ —X — 5 . 9 3 1 0 0  

(一 7 . 0 3 )

3 . 4 2 3 3 1  

(5 . 6 9 )

— 0 . 8 1 7 6 2 9  

(一1 . 8 9 )

| 0 . 9 3 4 9 0 . 0 2 9 3 8 2 . 0 5

表 1-1-2 Ijct/L /—e0+ € î(K/Q) ( I -1-2^

86
8)
15
1)
21
4)
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s
o)
72
VI
)
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.9
73
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性別労働需要模型 1 )

0.096893 
(3.10)

0.082316 
(24.08)

0 .213033 
(4.98)

0 .484811 
(2.81)

0.417830
(22.23)

0.110688
(25.52)

0 .056966 
(19‘ 14)

0.403230 
(45.20)

(正） R2 S d

0.0000 0. 030462 0 .5273

0 .7281 0.007491 • 2. 1553

0：0000 0.032468 0.6592

0.0000 0 .076115 0 .2663

0.8074 0 .038655 0 .6889

0.7948 0.004502 1‘ 6590

0.3577 0.004208 0.7412

0.7639 0 .020649 2.5574

表トト 3 Iv/LfCrt，/も ) (WWW/HKo^+ay)バ (トQ>/(W>L,) ( t-1 -3 )

命诚 • 保険菜のr は資料の制約で全国銀行货出約萣平均金利である。

鉱 業

m  設

製 造

商 業

金 融 • 保 険  

運 _  _• 通 信  

電気 • ガス•水逍 

サ _ 一 _ ビ ス

3 * 3 « 2 タ イ プ n - 1  /

均 衡 方 程 式 （n “ i  - 3 ) の 推 定 結 果 は U - 1 - 3 の と お り で あ る 。 パ ラメタ  一 ( — _ L 、 の 推 定 値  

の 符 号 は 正 で な け れ ば な ら な い 。 全 産 業 が こ の 条 件 を 満 足 し て い る 。 決 定 係 数 は 商 業 ， 製 造 業 ， 鉱  

業 ， 運 輸 通 信 業 以 外 で は 相 対 的 に 低 い 。 こ の （n - 1 ) タ イ プ の モ デ ル を 適 用 す る に は （n - 1 - 3) の 

枝 か に （n - i - i ) の 符 号 ’条 件 が み た さ れ て い る こ と が 必 要 で あ る 。

労働投入関数（n - 1 - i ) の推定結果は表n - i - 1 のとお り で あ る 。 この方程式は： n タイプ系列 

モテルの共通方程式であ る 。 符号条件は鉱業以外の全産業でみたされて い る 。 資本投入関数（n - i  

- 2 ) を直接推宏した結果は表n - i - 2 で あ る 。 パラメタ一 a の符号条件の負を満足してい る 產  

業は建設業，製造業，金融•保険業であ る 。. これらのe。，“ の t の値も，充分に .大きぃ。 しか1 

テ2 は，速設業が 0 . 3 8 3 ,製造業が 0 . 2 5 2 と低い。

夕 イ プ （II -1 ) の モ デ ル

生 産 関 数 ’

山 1豆

均衡式

右1 (T C 7+1) ( n —1-3)

\2{882)

0 .016274 
(-4 .00)
0 .105858 

(0.53)
2.71569 
(一 0.84)
1.76895 
(-7 .14)
0 .071066 
(-5 .71)
0.006538 

(1,25)
1.25212 
( - 7 ‘ 23)

■ PPW|W,

性 別 労 働 需 要 模 型 ⑴

表 Lm4-L/=aro+^iQ (II "1—1)
«0 め (正） 7* S d

鉱 業 799.988 
(8.83)

-0.823021
( —3.54)

0 .4907 57.060 1.5089

m  設 1180.83 
(26.78)

0.404999 
(26:96)

0.9837 61.220 i.7645

製 造 6549.92 
(34.78)

0 .176919 
(16.66)

0.9584 316.419 0.6795

商 業 5861.46
(26.65)

0 .508354 
(7.20)

0.8091 351.664 0.4427

金 .融 _ ♦ 保 険 439.930
(24.37)

0 .250024 
(14.96)

0.9489 25.502 0.9308

速 輪 • 通 信 1218.66 
(32.76)

0 .458536 
(26.44)

0.9831 49.420 0.8191

锟気 . ガス‘水道 200.633 
(65.92)

0 .052086 
(11.89)

0.9213 4.361 1:4231

サ 一 ビ _ ス ' 3823.99 
(11.20)

0.935355 
(8.06)

0.8419 314.822 0.4084

表 II-1-2 LjL/^eo+^K/Q (0-1-2)

,e o 丨 (負〉 S . d

鉱 業 3.84435
(3.73)

3.48286
(4.08)

0 .5656 0.97536 1.5068

建 ’ 設 1 8.09751
(16.03)

一8 .75515 
(-2 .91)

0.3830 0.51207 1.0434

製 造 1.95877 
(16. 62)

-0.467321 
(一 2.24)

0 .2518 . 0. 04329 0.9715

商 業 1.06138
(30.44)

0 .219652 
(9.12)

0.8727 0. 03104 0.3326

_ _金 融 • 保 険 3.27985 
(29.20)

- 2 . 86309 
(-14.40)

0 .6451 0. 05080 2.0109

運 輸 * 通 信 3 .39859 
(7.88)

1.20672
(7.84)

0 .8345 0 .19259 0.7187

馆気 . ガス•水道 7 ‘ 66666 
(3.91)

0 .373407 
(0.82)

0.0000 0.45011 0.4433

.サ 一 . _ビ ス ， 0 .713842 
(2.34)

0 .558178 
(1.93)

0 .1841 0.07031 0.8697

表 II-1-3 (Wm- W /) / r -  (-1/e,) CCQ/WXLJW+DD (0-1-3)

-l/e» (正） T2 S d

鉱 業 0 .146126 
(19.04)

0.7840 2.29061 1 1.5518

m  設 0.099031 
. (9.84)

0 .3215 2.43973 0.3399

製 造 0： 948253 
(29.87)

0 .8316 1.43939 0.4144

商 菜 4.287970
(55.81)

0 .9657 0 .58924 1.3630

金 融 • 保 険 3 .233430 
(9.35)

0.3667 12.03950 0.1589

M 輪 • 通 信 0‘172073 
, (17.27)

0 .6300 1.92544 0 .1804

馄気 ‘ ガス•水道 0 .063890 
(13.34)

0.0000 5 .35711 0 .1692

サ 一 ビ ス 5.655490 
(12.12)

0.4560 3 .88305 0. 1502

* 金融 • 保険業のデはi 全_ 银行货山約® 乎均金利である。
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性別労働需要模型（1)

3 * 3 * 3 タイプU-2

均 衡 方 程 式 （n - 2- 3) の推宠結果を表n - 2- 3 に示す。パ ラ メ タ 一 の 推 定 値 の 符 号 は 負 で な  

ければならない。商業以外は全ての産業がこの条件を満足している。 纟の値も鉱業，商業以外は十 

分に大きい。R2は鉱業および商業で低い。d は製造業，電気 •ガス •水道業，サービス業がやや低い。

タ イ プ （n - 2 ) のモデルが妥当するためには均衡方程式（n - 2 - 3 ) と労働投入関数 ( n - 2 - i ) の 

符号条件が双方と .もみた夸れていることがまず必要である。 この条件をみたすものは鉱業と商業以 

夕f の産業である。

資本投入関数（n - 2- 2) を直接推定した結果を（表 n - 2- 2) に示す。パラメタ一& の符号条件 

は負である。 これを満足する産業は，建設業 , 製造業 , 金 融 • 保険業である。 これらの産業はも 

の 6 の値も十分に大きい。 しかし製造業は，铲 が 0 .2 5 5とやや低い。

夕 イ プ ( I I - 2 ) の モ デ ル

生産関数

/ ( Q )  =hm+hf

l7

均衡方程式

w m—w ^
r -S o L / +  L„

( n - 2- i )

( n - 2- 2)

( n - 2- 3 )

表 II-2-2 L„/L尸ん (K/Q)“  (n-2-2)

log^o ^ (负） V2 S d
鉱 m 0 .867529 

(51.17)
0.472979 

(3.86)
0.5372 • 0 .05735 1.5553

m 設 0.631975 
(10.48)

- 0 . 236306 
( -3 .  21)

0.4365 0.03144 1.2271

製 造 . 0 .188426 
(10.30)

- 0 . 161860 
(-2 .26)

0. 2549 0.01117 0.9805

商 業 0 .104341 
(27. 20)

0 .235697 
(10.58)

0. 9024 0 .00874 0.3931

金 融 • 保 険 -0.039428
(-1 .66)

-1.01978 
(一11,15〉

0. 9113 0.01774 1.4122

運 輪 * 通 信 0 .609098 
(20.54)

0.497861
(7.45)

| 0,8197 0.01263 0.7289

猫気 • ガス•水逍 0.841557 
(6.72)

0 .197845 
(1.00)

1 0.0004 0.02094 0.4470

サ 一 ビ ソ、 0 .304587 
(13,34)

0.426691
(1.88)

丨 0 .1753
1 >

0 .02265 0.8556

で U(884)

性 別 労 働 需 要 模 型 （l5

表 n -2-3  (W«—W /)/r=一- 吾 、' ^ ■)石' (0-2-3)

logf— * -  -^-log 8(,(正) l/^i (負） 7* S d

鉱  業 0 .126560 
(0.79)

ニ0.00837 
(-0 .05)

0.0000 0.052297 2 .2275

' 建 . 設 2.005230
(4.66)

-2.71474 
(-5 .20)

0.6847 0.075721 1.3137

製 造 0.811886
(4.44)

- 2 . 48715 
(-3 .12)

1 0.4214 0 .035742 0.8763

商 業 0.680893 
.(15.99)

0 .59752 
(1.94)

0,1878 0.029813 1.5508

金. 融 • 保 険 1.056170
(26.15)

-1.75728 
(-9 .91)

0.8900 0.036616 1.0587

運 輪 • 通 信 1.904120
(5.80)

- 2 . 26000 
(-5 .70)

0 .7242 . 0.040833 1.4228

電気 • ガス • 水道 5 .149460 
(6.21)

-5.48303
(-6 .40)

0 .7690 0.062168 0.8346

' サ’ 一 ビ ス ’ 1.198630 
(9.79)

—3. 28043 
(-3 .11)

0.4189 0.091241 0.7870

* ■金融 •保険業のデは全国銀行貸出約定平均金利である。

3 * 3 . 4 以上の吟味の結果を表2 にまとめてある。鉱業は労働投入関数が符号条件をみたさない 

のでタイブn は適用できない。タイプ I では均衡方程式の符号条件はみたしているが，決定係数が 

他の業種に比べて劣る。

表 2

模 型 タ イ プ I--1 n - i n - 2

方 程 式 L K E L K E L K E

、へ、 検定パラメタ 0̂ ccflam び。 s0 び0 So 8t

部 門 Otf "ei ei a\ 8'

鉱 業
X X X X X 〇

.7840
X X X

建 設 業 .9822 .3830
〇

.7281
O

.9837
9

.3830
©

.3215 , . 9 8 3 7
9

.4365 .6847

製 造 業 .9852
鬱

.2518
X 〇

.9584
m

.2518
〇

.8316
o

.9584
翁

.2549 .4214

商 業 X X X 〇
.8091

X 〇
.9657

O
.8091

X X

.金融 • 保 険
A

. 9657
〇

.9451
〇

.8074
〇

.9489
〇

.9451
•

.3667
o

.9489
O  

.9113
O

.8900

運 輸 • 通 信
〇

. 9880
X 〇

.7948 .9831
X- . 〇 

• 6300 ,9831
X O

.7242.

常気 •ガス•水迸 X X X O
.9213

X X O
.9213

X O
.7690

サ 一 ビ ス
X X . 〇 

.7639
O

• 8419
X 參

.4560
〇

.8419 .
X $

.4189

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

怀数が2卩 論 上 の 制 係 数 の 1 が 1 以上で決定係数0.5 以 上 A 係数に f が 1以下のものをふくみ決矩係数0 .5 以上 

約をみたすもの 1參 係 数 の t が 1 以上で決定係数0.5 以 下 X 理論的制約をみたさぬもの 

L ; 穷拗投入関数。k ; 资本投入開数。E ; 均衡方程式。
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性別労働需要模型(1)

妞設業，金融保険業，運輸通信業，サ - ビス業は I I Iとも均衡方程式の符号条件をみたす。 

製造業と馄気•ガス•水道業はダイプn - 2 において，商業は，タイプd - 1 において符号条件をみ 

たしている。 \ .

鉱業においてのみタイプIIの労働投入関数の符号条神が妥当しないのは計測期間を通じて生産量 

の増加と瓸用谨の減少が並行したことによる。 タイプ I の決矩係教や低いこととあわせて， この業

嵇については模型の洱考を必耍とするであろう。
' 、 - ,

均衡方程式の符号条件テス卜に合格した他の業禪については，さ ら に 3 . 2 . 2 に述べた追加的検 

証諶準の適用が必要である。 これは次稿で検討され冬。

一— ]g (SS6)-----

跳̂ ^ ^ 1̂ .敗 洲 1 ■沪 於代W— ” . ...》 H m 剛腺..LliHffli i iiigiflEiHil

I 资溆に対する関心の復活と资歸問題論議の問題点 

I~ 1 最近の論議の甚調 

I ~ 2 資涼問題論議の矛盾.問 題 点 .

1 - 3 資源問題分析のあり方 

D 資源の位腊づけと整理 

n - 1 資源問題の特殊性と複雑性 

n - 2 资源の規定•分類学

(以上イ本誌』 1970年 10月号）

f f l 資源分析の方法と方向

. こ .. ' .

ffl— 1 従来の分祈方法•考え方

経済学の成立の基礎は，資源の稀少性にあり，稀少

性定義によれば，「経済学とは，ひとびとないしは社

会が，貨幣の媒介による場合，よらない場合いずれを

含めて，いくつかの代替的用途をもつ乏しい生產資源

.を使い, 時間をかけ’てさまざまの商品を生産し，それ

らを現在および将来の消費のために社会のいろいろな

ひとびとや纸団のあいだに配分するうえで，どのよう

な選択的行動をするか，ということにつし、ての研究で 
(1)

ある」とされてい:る。

勿I命，ここでは， 義の資源一职が問題とされ，狭 

義の天然資源にのみ限られているわけではないが，し 

かし古典派におV、ては，天然資源稀少性が最も重视 

され，それが究掸的には,経済発展の制約要因として 

作用し，経済は，成最のない定常状態（Statidnaiy state) 
に到達せざるをえないとされており > したがって経済

学は，' メア食5 つな科学” (dismal science)と.呼ばれ'  い 

たのである。

こうレた考え方は，とくに，マルサス， リカード，

ミルに代表されるものであるが，土地に象徴される天 

然資源の稀少性が，人P の増加• 投入労_ 力の増加と 

ともに，収獲通減の法則を作用させ,投資靜次第 

に失なわれ，ついには，成長がストップ.して，生#維持 

水準’(subsistence level)に固定化されてしま.うのである。

—占‘典派では，天然資源（とくに土地）め稀少性による 

収獲通減の法則と，人口増加が実質所得に依存すると 

いうニつの{fe説から，成長•一人当り所得の上昇につ 

いて悲観的な見通しをたてたのに対して，新古典派以 

後は，むしろ，経済発展について，楽観的な見通しが 

もたれるようになり,上述の二つの仮説は重視されな 

くなる。

19世紀に入り，技術革新が盛んに行なわれ,それが 

天然資源の稀少性•収獲通減の神話を打破しゆじめた 

からである。発展 •成長の要罔としては，天然資源の 

ほか，人的資源，資本，■技術等があげられ，とくに技 

術苹新*資本蓄積が，释済成長の％っとも重要な要因 

..となってきたのである。さらに，' 天然資源概念そ9 も 

のが，技術に依存し，技術革新により，新しい資興ギ 

. 作り出され，資源の稀少性そのものをも変革していぐ 

のである。勿論，資源の稀少性その.もC)が根本的に打 

破されたわけではないにしても，天然資源利用可能性 

に対する絶対的な意味での限界*刺約性は除去される 

ようになったということが可能であろう，

注(1) . P A. Samuelson, Ecomnics: An Introductory Analysis, Seventh Ed., 1967, p. 5 .(都留艰人:iK 货.済学 j 上, ■治波 

書店， 1968 年， 10 H)
(2) たとえば，G.M. Meier and R,B. fialdwin■ Economic Development: Theory, History, Policy, 1957, Part I esp. Qhap. 

1, 参照。
⑶  ' この治Uこつい.ては， H.J. Barnett and Chandler Morso, Scarcity,and Growth: The Ecmiomics o / Natural Resource 

A掀认^ 7 % ,1963で評細な検时がなされている。
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